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1 自由研究
高等学校における総合的な学習の構成原理に関する考察
一一総合的な学習のタイプ分類を基本的視点として一一一
信州大学山崎保寿
1 .はじめに
平成11年3月29日に改訂された高等学校学習指導要領は、平成12年度からの移行措震を経て平
成15年度から学年進行で実施される。今回の改訂の要点は、卒業に必要な最低単位数の縮減(現
行80単位から74単位へ)、必履修教科・科目の合計単位数の縮減(現行普通科38単位以上、専門
学科および総合学科35単位以上をいずれも31単位以上)、必修科目を固定化しない選択必修方式
の導入、普通教科「情報Jの新設と必修化、専門教科「情報J r福祉Jの新設、外国語の必修化、
授業の 1単位時間の見直し(現行の50分標準から各教科・科自等の授業時数を確保しつつ適切に
定める)、総合的な学習の時間の創設など、学校週5日制の下で現代的な教育課題に対応するため
の弾力的な教育課程の編成を巨指したことである。
これらの改訂内容のなかで、総合的な学習の時間をどのように構想するかは、現在新学習指導要
領への移行措置を検討している各高等学校において最大の関心事となっている。しかし、総合的な
学習に関する教育課程際発は、現在全国的な関心が高まっている割には必ずしも順調に進められて
いるわけではない。総合的な学習に関する教育課程開発が必ずしも容易ではない理由には、国際理
解教育、情報教育、環境教育、福祉教育なと、の現代的な教育課題への対応が必要となる教育内容の
開発という知商と、体験的な学習や問題解決的な学習が提唱されているように機能的・態度的な学
力の育成が必要となる教育方法の開発という側面の両面の課題があるからである。総合的な学習に
関する教育課程を開発するには、地域や学校の特色および生徒の特性等を踏まえた教育課程の基本
的な構成原理を設定したうえで、これらの両側面を考慮した全体的な教育課程構想、に基づ、いて進め
る必要がある。今回の総合的な学習の時間のように、これまでの学習指導要領には設置されること
のなかった新しい学習時間に関する教育課程を開発していくためには、高等学校の教育課程に関す
る構成原理にまで遡って考察を加えることが必要である。
総合的な学習の教育課程開発に関わるこうした状況を踏まえ、本稿では、高等学校における総合
的な学習を中心とした教育課程の構成原理について考究し、教育実践における総合的な学習のタイ
プ分類を試みる。本稿では、まず、青年期の発達課題や高校生の職業的発達などについて考察を加
えるが、それは、総合的な学習を中心とした教育課程の構成原理について考察を加える場合、その
前提的な課題として青年期の発達課題や高校生の職業的発達などについて考究されなければならな
いと考えるからである。また、教育課程の構成原理のどの部分に比重が置かれるかは、実際に行わ
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れる総合的な学習のタイプによって異なってくるものであり、ここに教育課程の構成原理とも関
わって、総合的な学習のタイプ分類について考察することの意義がある。
総合的な学習の実施方法、形態、内容は千差万別であるが、それらを分類して考察の対象とする
試みは幾つかなされている(1)。それらの先行研究と現在行われている先進的な実践事例を踏まえる
と、高等学校における総合的な学習の予想される形態は、後述する六つのタイプに集約することが
可能である(2)。こうしたタイプ分類を考察することのもう一つの意義は、今後さまざまな実践方法
や課題が予想される総合的な学習に対して、その実施方策を検討するうえでの見通しを容易にする
ことである。
以上の問題意識に立ち、本稿では次の三つの課題を設定する。
(1)教育課程編成の前提となる青年期の発達課題について考察し、総合的な学習を中心とした教育
課程の構成原理について考察する。
(2)総合的な学習のタイプを分類し、それぞれのタイプに見られるカリキュラムの統合の視点、を踏
まえて、それを実践する場合の学習内容、方法、形態などについて考察する。
(3)以上の考察に基づけば、総合的な学習を中心とした今後の教育課程経営の実践的課題を明瞭に
把握することが可能となり、それを提言として明らかにする。
2. 発達課題と教育課程の構成原理
高等学校学習指導要領では、総合的な学習の時間のねらいは、 r (1)自ら課題を克付け、自ら学
び、自ら考え、主体的に判断し、よりよく問題を解決する資質や能力を育てること。 (2)学び方や
ものの考え方を身に付け、問題の解決や探求活動に主体的、創造的に取り組む態度を育て、自己の
在り方生き方を考えることができるようにすること。 Jとされている。総合的な学習の教育課程を
開発するに当たっては、このねらいを踏まえながらも、より深く教育課程の構成原理について考察
することが必要になる。
まず、教育課程の基本構造としては、安彦忠彦が小学校低学年、小学校高学年、中学校、高等学
校の四段階に応じて、 「生活能力課程J、 「基礎的学力課程J、 f発展的学力課程Jのそれぞれの
比重を加減して対応させる三層構造を示している(3)。また、総合的な学習の編成原理としては、高
浦勝義が「総合学習に向けた統合的カリキュラム編成の原理j として、(1)民主化の原理、 (2)子ど
もの参加の原理、 (3)現在性の原理、 (4)心身の調和的な成長の原理、 (5)科学的な問題解決活動によ
る知識・技術、価値の創造の原理、 (6)問題解決活動による有機的統合の原理、 (7)子どもの心身の
発達の原理の 7つを挙げている(4)。
これらの基本的な原理は、各学校が教育課程開発を行う場合に地域・学校の実態や生徒の実態に
応じて検討していくことが重要になる。ここでは、高等学校における教育課程開発の前提と考えら
れる青年期の発達課題について考察する。
青年期の発達課題(developmentaltasks)として、ハヴィガースト (Havighurst，R.J.)は、①
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i向性・同年齢の友人とのより成熟した新しい関係の達成、②男性あるいは女性としての社会的役割
の獲得、③自己の身体の理解とその有効な使用、④肉親および他のおとなからの情緒的独立の達成、
⑤経済的独立の確信の確立、⑥職業の選択と準備、⑦結婚と家庭生活への準備、③市民生活に必要
な知的能力の開発、⑨社会的に責任ある行動の要求と達成、⑬行動の指針としての価値・倫理体系
の獲得を挙げているら)。また、エリクソン (Erikson，E.H.)は、青年期の最大の課題は、アイデン
ティティ (ego-identity:自我問一性)の獲得であるとし、アイデンティティの獲得の期間は、一人
前の大人になるためのモラトリアム(執行猶予)の時期であり、葛藤の過程を通じて自分自身を確
立することが青年期の自我発達の段階における課題であることを指摘している(6)。
青年中Hflに相当する高校生の時期は、アイデンティティの確立に至る過程の時期に当たり、総合
的な学習の時間の導入は、生徒の職業的発達を促す要因としてこの時期の高校生に学校教育がさま
ざまな教育機会を提供することになり、高校生が発達課題を達成していく重要な機会のーっとなる
と考えられる。教育課程は青年期の高校生にとって、学校生活を通して発達課題を達成するための
重要な意義をもっている。
とりわけ、発達課題としての将来の職業選択への準備は、高等学校における進路指導と関連して
重要な課題となっている。スーパーが職業的発達(vocationaldevelopment) の主要段階として示
した所によると、青年期は探索 (exploration)の時期である。すなわち、青年期における職業的
発達とは個人と現実との相互作用であり、そこには試行的選択行動と現実吟味、適芯行動、エント
リー行動(就職等)などが見られることで特徴づけられる(7)。青年中期にある高校生にとっては、
探索行動や選択行動が職業への興味、自己の適性の発見などに大きく関わっていくものであり、発
達段階との関連で把握されなければならないものである。
これらの発達課題に対する理解は、教育課程の措成原理を考察する場合に重要なものとなる。総
合的な学習においては、発達課題である職業の選択と準備に関すること、自我の発見に関すること、
社会的成熟に関すること等に配慮することが必要になってくる。このように発達課題はも各発達
段階に応じた教育課程やその指導計画を作成するうえで重要な手掛かりを与えてくれるが、同時に
幾つかの問題点や課題も指摘されておりの)、青年期の発達課題を教育課程との関連で考察する場合
には社会の変化と個人の発達の両側面を十分に考慮しなければならない。
以上の知見を総括すれば、高等学校における教育課程の構成原理は、青年期の発達課題を踏ま
えた観点から次の三点にまとめられる。第一は、将来の職業選択の準備としての意義であり、将来
の職業を選択するうえでの基礎知識、基礎技能を習得するための教科・科目を学習することによっ
て培われるものである。第二は、青年期の発達課題としての自己理解と自己発見であり、とりわけ、
個に応じた知的欲求の充足、社会性の育成、自我同一性の達成を促すことである。第三は、生徒個々
の発達段階に適した学習内容の選択であり、知的・身体的・技能的な発達段階の個人差に応じて、
教科・科目の内容を準備することである。とりわけ、教科・科目の難易の選択、教科・科目の内容
の多寡の選択、アカデミック科目と技能科目の選択などが相当し、総合的な学習の内容を構想する
? ???
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場合においても選択的な視点に配慮することが重要になる。図 lは、高等学校の教育課程に即して、
これらの構成原理と発達課題を位置づけたものである。
教育課程
国民として必要な 総合的 個性に応じた発達に
:ー子心J な学習 必要な知識・能力
校 必修市J.必修科白 選択ilJiJ・選択科目
品 ι ι く成人期>
??
価値・倫理体系の確立、世界観の確立、
自我同一性の獲得、自己理解と自己発見
図1.発達課題と教育課程
3. 総合的な学習のタイプと分類の根拠
教育課程経営は、 「各学校においてその学校の教育目標の効果的な達成を企図して、教育課程の
編成・実施・評価の諸活動を統一的に営むことJ(9)であることから、学習指導要領の改訂や新教育
課程への移行は教育課程経営の在り方に重要な影響を及ぼす。とりわけ、今回の改訂のように、教
科カリキュラムを基本とする高等学校の教育課程に、経験カリキュラムの要素を多とする総合的な
学習の時間が導入されることは、教育課程経営に大きな変化をもたらすことになる。このことは、
総合的な学習の実施形態を分類し考察することが、教育課程経営の方向性を洞察するうえで重要な
意味をもつことを意味する。
高等学校における総合的な学習の分類は、まず、実施時期をもとに通年型と短期集中型とに分け
ることができる。通年型は、一年間を通して実施する方法であり、時間割に組み込む方法と年間計
画のなかで断続的に実施する方法とがある。時間訟に組み込む場合にも、毎週、隔週、複数コマの
ローテーション方式などのバリエーションが考えられる。短期集中型は、特定の時期に集中して実
施する方法であり、学校行事や地域
の伝統行事との関連を図ることも考えられる。図 2は、これらの分類の相互関係と根拠を示したも
のである(10)。
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図2. 総合的な学習のタイプ分類
さらに、こうした分類を基に、個々の学習内容が教育課程としてどのように統合されて構想され
たものであるかという点について考察することが重要である。この点については、 R.フォガティ
が、カリキュラム統合の視点を次の10のモデルを用いることによって示している(11)。それは、
l.Fragmented， 2.Connected， 3.Nested， 4.Sequenced， 5.Shared， 6.Webbed， 7.Threaded， 
8.Integrated， 9.Immersed， 10.Networkedである。これらの視点に基づいて考えれば、例えば、
カリキュラム統合の方法として日本によく紹介されるウェピング(12)という技法は、 Threaded(串
刺し型)や Integrated(統合型)と並ぶ一つの方法であることになる。これらのカリキュラムを
統合する際の視点を総合的な学習のタイプについて選定すれば、後述するように短期型と通年型と
の違いは実施時期の問題であるので、タイフ!とタイプV、タイプNとタイプVIは実質的に同じで
あり、表 lのようにまとめられる。以下、それぞれのタイプについて、学習内容、方法、形態など
について考究する。
ぷ1 総合f内な'苧iEfの分j_riとカリキュラム統合の但点、{
時期 分強 主な内容・ )j法 カリキュラム統合の主な観点
通-{j:l.¥'! タイプ i 体験的学背 Thrcadcd， lntcgratcd， lmmcrscd， Nctworkcd 
タイプE l課題研究、卒業研究 Ncぉtcd，Thrcadcd 
タイプ出 キャ 1)ア教育 lmmcrscd， Nctworkcd 
タイフW クロスカリキュラム Scqucnccd， Sharcd， Wcbbcd 
たIJUl.円 タイプV 学校行事を抜とした体験f門学習 Thrcadcd， lntcgratcd， Immcrぉcd，Nctworkcu 
タイプ¥な 気nUJクロスカ 1)キュラム Scqucnccu， Sharcu，川lebbcu
4. 通年型の総合的な学習
タイプ iは、体験的な学習を年間を通して、全校的に実施する方法である。例えば、特別活動の
?
?
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なかで実施されている体験的活動を、環境や福祉、国際理解などのテーマと関連させ総合的な学習
として発展させる方法である。地域の伝統的な行事を中心とする総合的な学習や、高校生のインター
ンシップ奨励(理産審答申1998.7.23) と関連して職場体験を取り入れる学習もある。このタイプ
における時間配分の方法は、時間割に設定して定期的に実施する方法と学校行事と関連させて断続
的に実施する方法とがある。
一例として、日高校は、学校設定教科「教養j のなかに「地域Jという科目を設定して、リンゴ
栽培、料理、染め物、権現太鼓、ヨガなどの体験活動をはじめ、郷土史、進路学習、福祉、ボラン
ティアなどの学習活動をしている(13)。筆者は、ヨガの講座を見学したが、地域の指導者を講師と
して招き、 1集団 (20人)に 2人の教師がつき体験的な学習が展開されていた。学習の最終段階
では、まとめとして 1月下旬から 2月にかけて、新聞づくりと発表会を実施しており、評価の役割
を果たしている。
タイプEは、課題研究ないしは卒業研究の方法である。専門高校では、現在実施している課題研
究を発展的に継承する方法が可能である。学習指導要領では、 f課題研究等Jの履修と同様の成果
が期待できる場合においては、 「総合的な学習の時間における学習活動をもって課題研究等の震修
の一部又は全部に替えることJ (総長IJ第4款の 6)ができ、また、その逆も可能なことが示されて
いる。これにより、職業学科および総合学科では、総合的な学習の時間の学習活動により課題研究
等の履修に替えることが可能になっている。
普通科高校では、卒業研究を実施する方法がある。既に、一部の普通科高校では進路決定者に対
して卒業研究を課している学校が見られ(14)、総合的な学習として、これを発展させる方法が可能
である。 1年次は論文指導やテーマの見つけ方の指導、 2年次は研究方法の指導や簡単な調査の指
導、 3年次は実際の卒業研究という方法が代表的である。この場合、研究の方法を学ばせることや
研究手法を身につけさせることに配慮することが重要である。
卒業研究のテーマの在り方としては、学習・教養テーマ型、地域テーマ型、進路テーマ型などが
考えられ、学習形態としては、個人学習、グループ学習の方法がある。次のタイプ盟の方法では、
学習過程の一部に進路に関する生徒各自のテーマを設定した卒業研究を組み入れる方法も考えられ
る。
このタイプで実施する場合に重要なことは、生徒が取り組んだ研究成果の善し悪しだけでなく、
研究過程で生徒自身にどのような変化や成長が見られたか、研究グルーフのメンバーとの人間関係
や外部の専門家との関わりを作るなかでコミュニケーション能力が育成されたかなど、複合的な観
点からの評価の方法を工夫することである。発表会、展示会、研究集録の作成などは、年々のレべ
んを上げるために必ず実施することが必要である。
タイプ盟は、進路指導を中心にする方法である。進学重視の普通科高校には、キャリア教育(15)
の考えに基づく方法が適している。キャリア教育として生徒に進路モデルを学習させることが、生
徒の学習意欲と進路意識を好循環させることになるからである。キャリア教育は、これまでの職業
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教育が職業への準備教育に主1良が置かれていたのに対して、職業教育とアカデミックな教育を統合
する方向で、 「知的教育、職業的教育の双方を統ーする新しい教育制度、教育技術を内容j (IG)と
する発達的な考え方に立つものである。これまでの進路指導は、マッチング理論的な進路指導の考
え方が主であり、発達郎j観点に基づいたキャリア教育に関連する発想を取り入れることが必要であ
る。
我がliの進路指導をキャリア教育の観点から考察した先行研究としては、まず、藤田晃之の『キャ
リア I~自発教育制度研究序説JJ (教育開発研究所、 1997年)が挙げられる。これは、アメリカにお
けるキャリア教育の動向を精査し職業ガイダンスからキャリア教育への推移とその要因を明らかに
し、我が国における戦後から今日に至る中学校の進路指導を理念、と実践の側面から分析した研究で
ある。
次に、文部省委託研究「職業教育及び進路指導に関する基礎的研究(最終報告)J (職業教育・
進路指導研究会、代表{I!，崎武、 1998年)があげられる。これは、英・仏・独・米四カ国の職業教
育を比較したうえで、我が国におけるキャリア発達能力の構造化モデルを提示したものである。こ
のモデルの構成内容は、キャリア設計、キャリア情報探索と活用、意思決定、人間関係の四つの能
力であり、この間能力を小学校から高等学校まで発達的に育成する指導過程が考案されている。こ
の研究では、モデルを構成しただけでなく、それに基づく学校種別の試案的な実践プログラムを作
成している点が評価される。
また、筆者は、普通科高校におけるこれまでの進路指導を事例を含めて考察し、キャリア教育導
入の誤認を総合的な学習との関連で明らかにした(17)。実践例としては、昭和54年頃から我が国の
高等学校でキャリア教育が行われた例はあるが、教育課程の改訂、学科改編、進路指導観の転換な
どの影響によって、進路指導が在り方生き方の指導にウェイトが置かれるようになり、キャリア教
育の名称は表面から後退していった(18)。普通科高校におけるキャリア教育の考えに関しては、必
ずしも実際の進路指導の過程へ十分に浸透しているとは言い難いが、最近では、 J高校が進路指導
として効果を上げているドリカムプラン(l!J)は、内容的にはキャ 1)ア教育に相当すると考えられる。
表2は、筆者が調査した普通科の進学校であるN高校の進路の手引き記載事項と J高校のドリカ
ムシラパスとを比較したものである。 ドリカムシラパス(右欄)は、 ドリカムフランの活動内容を
項自化したものであるので、進路の手引き記載事項(左欄)との趣旨の違いはあるものの、進路指
導が体験1]<]な活動を通して将来設計を模索させる方向で行われていることが読みとれる。
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表 2.進路の手引き記載事項(左欄)
学!jI 主な内容
1進路と織業
2."y:t匂と進路
1 13.大学入試の仕組み・現状
学 14.大学、知人:， 1，1j.修・各部学校
1¥. 15.'下(¥1・ヤ科案!人J 6.小論文
7料済的な条件と進路
日 11j'.に関係する進路dlil1fi
リ進出指導'ぷ・資料率の利川
1().uM.&i!(について
1. .'+1:.次の心構え
2進学について 3.就職について
2 14大学入試の仕組みと現状
λ'/ 15推i鵠入試;おIJffi'について
{j'. 16奨学制度について
7学費について
8JJ、論文の学習
<).進路に関わる1fll出j!jj
1().進断指導主・資料家のflJl丹
11.偏差値について
とド 1)カムシラパス(右欄)との比較
主な内符
1.*校ドリカムについて説明
2.職業・職有i研究、学I~I\ ・学科研究
3.進路希望iÜ，~w.とドリカム系統))iJ編成
4 ドリカム系統7JlJ 説;t~ . ~~恕;文
5ドlJカム系統7Jlli会
。‘ドリカムザJ報収集
7.ドリカム顧問による班長研修会
8.志マ!，苧(1謝tft 9系統日IJ;課題研究
1() ド1)カムレポート
1.ド 1)カムシラパス調査結果集約II¥t子化
2.進路希望調査
3.分野山Jl1i!IY}
4.小論文
5.オープンキャンパス参加!
6ワークキャンプ・ボランティア
7オーストラリア修学旅行と国際化に関する小
論文
氏分野7)IJ小論文
<).311ミ生lこ!出く
ホ進路の手引き記載せ~Jti (庄工摺)はN高校、 ド1)カムシラパス(布繍)はJ高校。
日ドリカムシラパス(右欄)は、活動内容を項目化したものであるので、進路の手引き記載~JLl~~i (左欄)
との趣旨の迷いはある。
総合的な学習の時間のねらいのーっとして、自己の在り方生き方を考えられるようにすること、
また、学習活動の例として、自己の在り方生き方や進路について考察する学習活動が挙げられてい
る。キャリア教育は、これらのねらいに適った学習活動で、ある。筆者は、総合的な学習として実施
するキャリア教育の内容を示してきた(20)。
タイプNは、クロスカリキュラムの方法である。クロスカリキュラムは、環境、情報、国際理解ー
などのテーマで既に多くの実践例が出されている(21)。この方法は、時間割に組み入れることがで
き、教科の専門性を発揮できるのが利点である。 1年は国際理解、 2年は情報、 3年は環境という
ように、学年毎に柱となるテーマを変える方法や教員の希望によって、担当するテーマ・領域を決
めていく方法などがある。
5. 短期集中型の総合的な学習
短期集中型は、第一のタイプと第四のタイプを短期間に集中して実施する方法が主流になると考
えられる。
タイプVは、修学旅行や集団宿泊的行事などの学校行事を核として、その事前・事後指導を関連
させて、総合的な学習を各教科と学年担任の連携で組織し、短期間に集中して実践する方法である
(図 3)。このタイプは、校外での学習の工夫や外部機関との連携が要点になる。事後指導を継続
して、卒業研究としてまとめることも可能である。
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オIJIiテンヨン がlij}首将 体験f門学問 ;~Hil!j 
一一う →医」
[><13.先nOJ:US11)刊の総合fドjな乍門モデル
タイプ刊は、特定のテーマに対して、 2~4 週間ほどのクロスカリキュラムを組み、学校行事、
ホームルーム活動、学校設定科呂などと関連させて実施する方法である。短期間のクロスカリキュ
ラムの実践が幾つか報告されているが(22)、短期間で実施するクロスカリキュラムの場合は、 「ク
ロスのタイミングの取り方J(23)、つまり、 3日程度の問を空けて断続的に実施するなどの寵慮、が
必要であることが指摘されている。
もちろん、以上の六つのタイプのなかからいずれかを複数組み合わせて実施する接合タイプの方
法もあり、総合的な学習の時間を実施するには、年間計画への位置づけと時間部への設定が大きな
鍵になる。
6. 時間配当と運営方法
以上、高等学校における総合的な学習の予想されるタイフ別に特徴を述べた。これらは、 l単位
11寺 11~1 の弾力化、学校時間の改善、時間配当の工夫次第で、効果的な実施が可能となる。外部機関と
の連出や外部講師の活用、地域の教材や学習環境の積極的な活用などさらなる工夫も必要であり、
全校的な組織体制での実施と保護者・地域との連携が鍵になってくる。
総合的な学習のテーマとしては、国際理解教育、情報教育と関連させた総合的な学習が、高等学
校の特色化を進める鍵となるだろう。高校生の発達段階からこれらのテーマに対しては、専門性の
高い学習が可能であり、地域住民の注目度が高いテーマでもあるからである。さらに、各教科で重
視される課題解決的な学習との関連を図ることや、ホームルーム活動、学校行事など、特別活動や
学校設定科目との関連を図ることも考えられる。特別活動との関連では、特に、ホームルーム活動
のなかで、ボランティア活動やコミュニケーション能力の育成についての記述が盛り込まれたこと
を考慮することが重要になってくる。
総合的な学習の時間の標準授業時数は、卒業までに 105~210時間であり、これに付与できる単
位数は 3単位から 6単位である。普通科高校における総合的な学習の時間の位置づけ方と年間授業
時数の配当の仕方について、上記のタイフ別にまとめたものが表3である。これらの方法を主にし
て、幾つかのバリエーションはあり得る。総合的な学習の時間の配当を工夫することは、学校の特
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色{ヒを図るための重要な要素である。総合的な学習の時間をどう運営するかが、高等学校における
教育課程の経営の力量として関われることになる。
主主 3. 週~'iたり j受業時数の配ヨ( 3単位の場合)x E E W V ¥11 a b じ cl G g h 
lイ1: l 。 。 。 。 。
2 'ij， l 1 +吻 l 事 1 ホ 1 .2 
3イ1: l 2 1 1十.1 ホ2 • 1 
!!\山j はi且 if!，\'i 、・印は気f.JQH~iのj庖当たり 1I寺 111]数で 1FII I];ì!- liliíへは設定するがi盛時11 !J'，l~J には設定しない。
7.今後の実践的課題
以上、総合的な学習を中心とした教育課程の開発と構成原理について考察するとともに、総合的
な学習のタイプ分類に基づいて、それぞれのタイフに特徴的な学習内容、方法、形態などについて
考究した。こうした総合的な学習のタイプ分類を基本的な視点とすることによって、今後各高等学
校で推進される総合的な学習に関する実践課題を明僚に把握することができる。その実践課題とは、
総合的な学習と内容的・方法的に類似点が多い特別活動や選択学習との関連に関する課題である。
また、総合的な学習に関する評価の問題、特に生きる力と称される能力の育成を教育評価の商から
どのように捉えるかという課題などである。
そこで、今後の教育課程経営の実践的課題として、次の五点を指摘できる。
第一に、特別活動と総合的な学習との違いや関連についてである。まず、特別活動と総合的な学
習とのねらいの違いに注意することが必要である。学習指導要領において、特別活動の呂擦は、「望
ましい集団活動を通して、心身の調和のとれた発達と個性の伸長を図り、集団や社会の一員として
よりよい生活を築こうとする自主的、実践的な態度を育てるとともに、人間としての在り方生き方
についての自覚を深め、自己を生かす能力を養うJと示されているように、集団活動を通して個性
の伸長や社会性の発達を図る学習である。これに対して、総合的な学習のねらいは、 「自ら課題を
見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、よりよく問題を解決する資質や能力を育てること。
学び方やものの考え方を身に付け、問題の解決や探究活動に主体的、創造的に取り組む態度を育て、
自己の在り方生き方を考えることができるようにすることj とされているように学び方やものの考
え方などの機能的な学力を育てる学習活動である。この違いを踏まえたうえで、教育課程経営にお
いては、両者の有機的かつ総合的な関連を図る必要がある。
第二に、選択履修糖の拡大に対応した教育課程の構成原理の再検討である。今回の改訂における
中学校・高等学校における選択履修幅については、新しい学力観や自己教育力の育成が目指された
前回の改訂よりさらに拡大され、生徒の能力適性、興味関心等の多様化に対応し、将来の進路を選
択する能力や態度を育成することを自指すものである(24)。高等学校では、卒業に必要な単位数と
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必履修教科・科目の合計単位数を縮減し、複数の科目のIゃから選択的に必履修できるようにする選
択必修を基本とすることにより、単位数のうえでも教科・科目の設定のうえでも現行よりさらに弾
力的な選択履修幅の拡大がなされることになる。必修教科、選択教科、特別活動、総合的な学習の
時間の相互の関係をいかに明般に位置づけるかが教育課程の構成原理として重要な課題となる。
第三に、総合的な学習の活動を単なる体験的活動に終わらせないために、評価の方法と評価の場
面を工夫することである。例えば、レポート報告、作品の展示、研究発表などを学年末に設定した
り、ポートフォリオ評価の方法でよく行われているように、評価の仕方とフィードバックの方法を
生徒自身にも学ばせる時間を含めて設定することである。今後の新生徒指導要録では、総合的な学
習の時間の評価は所見欄等への簡単な記述に止まるものと思われるが、教育課程の特色イとを図るた
めには、むしろ積極的な意義を評価の方法に見出した方がよい。今後、アドミッションオフィスの
充実をはじめとする大学入試方法の改善(中教審諮問1998.11.6)や大学と学生との相互選択の考
えが進むことを考えると、生徒の活動実績をどのような形で作成し、それをどのように評価し保存
するかが重要になる。
第四に、総合的な学習を中心として、これからの教育課程では、生きる力の育成が目指されるこ
とになり、その場合、教科や領域の枠を越えた能力を評価することが大きな課題になってくること
である。こうした状況に対する解決の方向を示唆する例として、 OECD-CERIでは、そうし
た能力に対する新しい評価の指標の開発として、カリキュラムの枠を越えてのクロス・カリキュラ
ム・コンビタンス (CC C : Cross-Curricular Competencies)に関する指標の開発を試みている(25)。
こうした新しい学習評価を教育課程評価の視野に入れる教育課程経営の考え方が必要となる。
最後に第五として、総合的な学習の時間を中心に行うキャリア教育と教科学習との関連を探るこ
とである。これは、総合的な学習のタイプ分類では、タイプ直に示した学習との関連が強いもので
あるが、高校生の職業的発達におけるキャリア教育の必要性を考えると、すべてのタイプに共通す
る課題でもある。現在、中央教育審議会答申「初等中等教育と高等教育との接続の改善についてJ
のなかで、初等中等教育におけるキャリア教育推進の重要性が提言されており、キャリア教育は学
校教育と職業生活との接続の改善のための方策として、今後も一層重視されることになる。特に、
教科の中では家庭科にその期待が強くかかつてくると考えられる。男女共修の必修科目である家庭
科では、 「家庭と職業J i私たちの生き方と職業Jなどの内容が扱われており、キャリア教育を背
景理論として踏まえた実践が重要になると考えられる。現在の学習指導要領が実施された平成6年
度から家庭科の男女共修が行われており、今後も総合的な学習の時間と関連してキャリア教育に関
する内容を扱うことが可能になってくる。
(注)
(1) 総合的な学習は多様な内容、方法および形態を含むものであり、それを分類整理することは、
カリキュラムの類型を考察する意味で重要な意義がある。総合的な学習の分類に関しては、以
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下の文献において試みられている。これらの分類は、小・中学校において見られる総合的な学
習に比重が置かれている。それに対して、本稿は、高等学校において実施可能な総合的な学習
のタイプを示したものである。平野朝久「オープン教育の立場に立つ授業の基礎(4)J Ii'東京学
芸大学紀要第 l部門』第47集、 1996年、 239"'"'250頁。加藤幸次「総合学習の分類学j 加藤幸
次編『総合学習の実践~ 1997年、禦i明書房、 8"'"'17頁。高階玲治 rIi'総合的な学習Jの考え方
とその系譜J Iî'指導と評価~ 1997年6月号、 11"'"'16頁。有函格Ii'r生きる力Jを育てる学習指
導』ぎょうせい、 1997年、 172"'"'176頁。村)1雅弘「総合的学習のカリキュラム構成J村)1雅
弘編『総合的学習のすすめ~ 1997年、日本文教出版、 23真。水越敏行『総合的学習の理論と展
開』明治図書、 1998年、 1---13頁。山崎イ呆寿「総合的な学習の動向に関する考察J大塚学校経
営研究会編『学校経営研究』第23巻、 1998年、 21---34頁。天野正輝「合科・横断・総合j 天
野正締編『総合的学習のカリキュラム創造』ミネルヴァ書房、 1999年、 82"'"'88頁。
(2) 高等学校における総合的な学習の事例に関しては、現在のところ小・中学校の場合に比べ報
告された数が限られており、以下の文献に報告が見られる。安彦忠彦『中・高「総合的学習j
のカリキュラム開発:新教科「総合人間科Jの実践』明治図書、 1997年。 r月干IJ高校教育」編
集部編Ii'r総合的な学習の時間J実践の手引きJ月刊高校教育1998年12丹号増子IJ、学事出版、
1998年。北海道立教育研究所『北海道教育』第141号、 1998年、 22"'"'23頁。静岡県総合教育セ
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